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本研究では第 1 部（第 1 章と第 2 章）では、1920-30 年代と 1960-70 年代の「ドシモロ
ジー」の展開と 1970-80 年代の「目標に基づいた教育学（PPO）」の展開を検討し、この
二つの評価論に影響を与えたアメリカの学力評価論がフランスの伝統的な学力・評価観





えて、実践レベルでの検討として第 4 章では「コンピテンシー個人簿（ＬＰＣ）」と第 6
章では「ポートフォリオ法」の実践を紹介し分析を加えている。 
以上の考察を踏まえて、本研究では、フランスの中等教育における学力・評価観は、
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